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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争
Ⅱ

能
登
地
震
と
志
賀
原
発

元
日
に
能
登
半
島
に
最
大
震
度
7
の
地
震
が
発

生
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
1
日
も
早
い
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
私

も
3
・
11
福
島
原
発
事
故
時
に
は
原
発
か
ら
34
キ

ロ
の
い
わ
き
市
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
繰
り
返

す
大
き
な
揺
れ
、
断
水
や
家
屋
一
部
損
壊
、
固
い

乾
パ
ン
と
冷
た
い
長
期
保
存
水
を
飲
み
、
ト
イ
レ

は
庭
に
穴
を
掘
り
用
を
足
し
ま
し
た
。
そ
こ
へ
原

発
水
素
爆
発
に
よ
る
放
射
能
が
降
っ
て
き
た
の
で

す
。
い
わ
き
市
は
15
日
に
は
23
・
7
μ
Sv
／
ｈ
が

計
測
さ
れ
、
あ
ま
り
の
恐
怖
に
車
に
身
の
回
り
の

も
の
だ
け
詰
め
て
、
1
か
月
間
は
会
津
地
方
に
、

そ
の
後
12
年
群
馬
県
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
ど
こ
か

ら
の
支
援
も
な
い
避
難
で
し
た
。

能
登
被
災
地
で
は
今
も
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
懸

命
の
取
り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
福
島
の
教

訓
が
全
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
事
態
に
忸
怩
た
る

原
発
の
危
険
は
終
わ
ら
な
い

　
こ
の
国
は
福
島
原
発
事
故
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
！ 丹

治
杉
江

思
い
で
す
。
救
済
に
一
刻
の
猶
予
も
な
い
中
、
横

須
賀
中
央
駅
で
小
泉
進
次
郎
議
員
が
「
能
登
半
島

地
震
被
災
者
救
援
募
金
箱
」
を
掲
げ
、
道
行
く
人

に
に
こ
や
か
に
握
手
な
ど
し
て
い
る
様
子
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
事
態
の
中
で
与
党
の
元

環
境
大
臣
が
や
る
べ
き
事
は
子
ど
も
の
お
財
布
か

ら
義
援
金
を
も
ら
う
事
で
は
な
く
、
い
か
に
国
が

全
力
で
被
災
者
の
命
を
救
う
対
策
を
と
る
か
、
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
に
熊
本
地
震
と
比
べ
自

衛
隊
の
活
動
が
遅
く
、小
規
模
に
な
っ
て
い
る
事
、

避
難
所
の
備
蓄
想
定
も
不
十
分
で
あ
っ
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。「
早
く
何
と
か
し
な
い
と
み
ん

な
死
ん
じ
ゃ
う
！
」
と
テ
レ
ビ
画
面
に
い
ら
立
ち

を
ぶ
つ
け
る
し
か
な
い
自
分
が
情
け
な
い
で
す
。

さ
ら
に
、
志
賀
原
発
。
強
い
揺
れ
と
３
メ
ー
ト

ル
の
津
波
に
襲
わ
れ
、
変
圧
器
か
ら
約
2
万
リ
ッ

ト
ル
の
油
漏
れ
、
外
部
電
源
の
一
部
か
ら
受
電
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
決

し
て
安
全
な
状
況
で
は
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、

福
井
県
の
老
朽
高
浜
原
発
で
配
管
か
ら
蒸
気
漏
れ

や
、
冷
却
水
漏
洩
な
ど
不
具
合
が
相
次
い
で
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
再
稼
働
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
新
潟
の
柏
崎
刈
羽
原
発
も
心
配
で
す
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
や
道
路
の
寸

断
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
一
部
測
定
不
能
に

な
り
ま
し
た
。
原
発
事
故
時
に
身
を
守
る
に
は
、

正
確
な
情
報
確
保
、
遠
く
に
逃
げ
る
か
屋
内
退
避

で
放
射
能
を
遮
断
す
る
事
で
す
が
、
地
震
被
災
地

で
は
不
可
能
な
こ
と
が
ま
た
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
再
稼
働
の
要
件
、
自
治
体
が
策
定
す

る
「
避
難
計
画
」
の
前
提
と
な
る
原
子
力
災
害
対

策
指
針
の
非
現
実
性
が
つ
き
つ
け
ら
れ
た
形
と
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
志
賀
原
発
が
停
止
中
で
本

当
に
良
か
っ
た
、
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
た

と
え
停
止
中
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
「
原
発
施
設
」

が
あ
る
限
り
重
大
事
故
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
事

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
原
子
力
防
災

計
画
は
、
住
民
を
被
ば
く
か
ら
守
る
最
後
の
壁
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
原
子
力
災
害
対
策
指

針
は
そ
の
土
台
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
現

実
に
機
能
し
な
い
の
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
原

発
を
動
か
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
島
の
今

原
発
事
故
か
ら
12
年
。
日
本
史
上
最
大
の
放
射

特
集
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福
島
原
発
事
故
を
問
う
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特
集
２　
福
島
原
発
事
故
を
問
う

能
公
害
事
件
は
無
辜
の
民
の
人
生
を
狂
わ
せ
、
戦

後
最
大
の
国
内
難
民
を
生
み
、
今
も
被
災
地
域
、

多
く
の
被
災
者
に
深
い
苦
悩
と
分
断
を
も
た
ら
し

続
け
て
い
ま
す
。
人
間
に
は
不
安
や
苦
し
み
を
回

避
さ
せ
る
た
め
「
忘
れ
る
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

能
力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
を
利
用
し

た
の
は
被
災
者
で
は
な
く
権
力
側
。『
福
島
復
興
』

電
力
不
足
や
電
気
代
の
高
騰
解
消
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
に
、
原
発
再
稼
働
と
い
う
原
子
力
ム

ラ
の
台
本
が
日
本
社
会
で
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
上

手
く
演
出
さ
れ
、
多
く
の
国
民
は
す
っ
か
り
騙
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
愕
然
と
し
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
原
発
「
新
安
全
神
話
」
が
日
本
中
を
席
捲
し
始

め
ま
し
た
。

原
発
事
故
損
害
賠
償
訴
訟
10
年
闘
っ
て

事
故
後
、
４
つ
の
事
故
調
査
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
、
福
島
原
発
事
故
は
「
事
前
の
事
故
の
防
止

対
策
や
事
故
後
の
被
害
拡
大
防
止
策
に
つ
い
て
問

題
点
が
複
合
的
に
存
在
し
た
」国
会
事
故
調
は「
今

回
の
事
故
は
明
ら
か
に
︿
人
災
﹀
で
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
酷
な
避
難
生

活
や
放
射
能
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
余
儀
な
く

し
て
い
る
在
住
者
は
加
害
当
事
者
か
ら
「
福
島
で

良
か
っ
た
」「
最
後
は
金
目
で
し
ょ
」
な
ど
の
暴

言
を
浴
び
せ
ら
れ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
避
難
者
群
馬
訴
訟
原
告
と
し
て
地
裁
・
高
裁
・

最
高
裁
で
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
避
難
の
苦
難

と
、
勝
手
に
線
引
き
さ
れ
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
自

主
避
難
」（
私
は
自
力
避
難
と
言
っ
て
い
る
）
の
正
当
性

を
証
言
し
ま
し
た
。
国
側
は
高
裁
控
訴
審
で
自
主

的
避
難
者
に
対
し
「
︙
︙
避
難
継
続
の
相
当
性
を

肯
定
し
て
損
害
発
生
を
認
め
る
こ
と
は
居
住
す
る

住
民
の
心
情
を
害
し
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
国
土

に
対
す
る
不
当
な
評
価
と
な
る
」
か
ら
「
容
認
で

き
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
避
難
の
必
要
有
無

の
判
断
は
問
答
無
用
で
、
国
に
従
え
と
い
わ
ん
ば

か
り
の
暴
論
で
す
。
そ
し
て
世
界
中
を
震
撼
さ
せ

た
原
発
事
故
の
責
任
に
つ
い
て
最
高
裁
に
お
い
て

も
２
０
２
２
年
６
月
17
日
『
国
の
責
任
な
し
』
と

判
決
を
下
し
ま
し
た
。
勝
利
の
「
旗
出
し
」
を
準

備
し
て
い
た
私
は
悔
し
く
て
泣
き
崩
れ
ま
し
た
。

あ
の
時
の
怒
り
、
虚
し
さ
、
理
不
尽
さ
は
生
涯
忘

れ
ま
せ
ん
。

福
島
事
故
は
終
わ
ら
な
い

政
府
・
財
界
は
福
島
浜
通
り
復
興
政
策
と
し
て

惨
事
便
乗
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
（
国

際
研
究
都
市
）
構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
廃
炉
の

た
め
の
技
術
や
人
材
育
成
を
隠
れ
蓑
に
、
ロ
ボ
ッ

ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
水
素
、
情
報
、
航
空
宇
宙
開
発

な
ど
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
集
積
、
育
成
の
巨
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ほ
ん
の
12
年
前
ま
で
、
穏
や
か
に
つ
つ
ま
し
く

暮
ら
し
て
い
た
山
里
が
突
然
原
発
事
故
で
汚
染
さ

れ
、人
々
は
逃
げ
ま
ど
い
今
だ
に
国
内
難
民
状
態
。

そ
の
地
を
使
っ
て
、
産
学
軍
研
究
施
設
の
建
設
な

ど
、あ
ら
た
な「
復
興
災
害
」で
す
。
被
災
者
の「
ふ

る
さ
と
返
せ
！　

生
業
返
せ
！
」
の
声
は
戦
争
や

金
儲
け
の
た
め
の
ハ
イ
テ
ク
機
器
の
金
属
音
に
か

き
消
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行
会
議
で
、
原
発
の
再
稼
働
、
運

転
期
間
の
延
長
、
革
新
炉
の
開
発
・
建
設
な
ど
の

政
策
を
突
然
決
定
。
ど
ん
な
に
革
新
炉
で
あ
っ
て

も
使
用
済
み
燃
料
（
核
の
ゴ
ミ
）
を
生
み
出
す
点
は

全
く
同
じ
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
原
発

は
有
事
に
は
自
国
に
向
け
ら
れ
た
核
基
地
に
な
る

の
で
す
。
さ
ら
に
腹
立
た
し
い
の
は
、
国
民
を
欺

く
た
め
膨
大
な
税
金
を
投
入
し
「
安
全
性
を
保
障

し
た
汚
染
水
海
洋
放
出
」
な
ど
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
た
れ
流
し
、「
復
興
予
算
」
ま
で
軍
事
費
へ

流
用
す
る
こ
と
は
国
民
に
対
す
る
裏
切
り
行
為
で

す
。
そ
も
そ
も
福
島
原
発
事
故
現
場
は
危
機
的
状

況
の
ま
ま
な
の
で
す
。

①
溶
け
落
ち
た
デ
ブ
リ
全
量
推
定
８
８
０
ト

ン
。取
り
出
せ
て
も
最
終
処
分
の
見
通
し
は
な
い
。

②
原
子
炉
格
納
容
器
蓋
付
着
セ
シ
ウ
ム
は
3
・

11
の
23
倍
以
上
の
量
。
地
震
・
台
風
な
ど
で
老
化

が
激
し
い
建
屋
が
ど
こ
ま
で
持
ち
こ
た
え
る
か
？

拡
散
す
れ
ば
、関
東
全
域
は
避
難
地
域
と
な
る
量
。

③
廃
炉
に
伴
い
発
生
す
る
「
原
子
炉
建
屋
構
造

物
や
制
御
棒
」
な
ど
L1
放
射
性
廃
棄
物
総
量
28
万

㌧
！
、
規
制
委
員
会
規
制
基
準
で
は
す
べ
て
地
下
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70
メ
ー
ト
ル
よ
り
深
く
埋
め
て
３
〜
４
０
０
年
は

電
力
会
社
管
理
、
後
10
万
年
は
隔
離
保
管
。
不
可

能
！
。

④
汚
染
水
（
ア
ル
プ
ス
処
理
汚
染
水
）
海
洋
投
棄
問

題
。 

現
在
１
２
９
万
㌧
余
が
１
０
０
０
基
の
タ
ン

ク
に
。
さ
ら
に
今
も
増
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

経
産
省
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
報
告
は
、「
ト

リ
チ
ウ
ム
の
影
響
が
出
る
被
ば
く
形
態
は
内
部
被

ば
く
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
内
部
被
ば

く
は
食
物
連
鎖
を
通
し
て
生
物
に
濃
縮
さ
れ
て
い

く
の
で
す
。
い
く
ら
希
釈
し
て
も
、
投
棄
総
量
は

同
じ
。
ま
し
て
や
保
管
タ
ン
ク
の
7
割
以
上
に
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
や
炭
素
14
な
ど
基
準
値
を
上
回
る

放
射
性
物
質
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
。
東
電
は
「
処

理
途
上
水
」
と
言
い
換
え
、
再
処
理
す
る
、
風
評

対
策
す
る
と
言
い
ま
す
が
、
信
用
で
き
ま
せ
ん
。

大
型
タ
ン
ク
で
の
長
期
保
管
や
モ
ル
タ
ル
固
化
、

遮
水
壁
の
新
た
な
建
設
な
ど
別
の
対
応
策
を
早
急

に
検
討
す
べ
き
で
す
。

福
島
第
一
原
発
で
作
業
員
が
汚
染
廃
液
を
浴

び
、
被
ば
く
す
る
重
大
事
故
発
生
！

10
月
25
日
に
、汚
染
水
処
理
の
基
幹
と
な
る
「
多

核
種
除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）」
で
作
業
員
が
洗
浄

廃
液
を
大
量
に
浴
び
た
被
ば
く
事
故
が
起
き
ま
し

た
。
現
場
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
職
長
資
格
を

持
つ
班
長
が
下
請
け
3
社
の
う
ち
1
社
で
不
在
。

東
芝
は
ル
ー
ル
違
反
と
認
識
し
な
が
ら
、
作
業
の

実
施
を
優
先
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

汚
染
水
関
連
の
作
業
で
は
、
２
０
１
３
年
に

作
業
員
が
誤
っ
た
配
管
を
外
し
て
11
ト
ン
が
漏

れ
、
不
十
分
な
装
備
で
止
水
作
業
を
す
る
な
ど
し

て
6
人
が
被
ば
く
。
15
年
に
は
命
綱
を
つ
け
て
い

な
か
っ
た
作
業
員
が
保
管
タ
ン
ク
上
部
か
ら
転
落

し
、
死
亡
。

今
回
の
被
害
の
実
態
不
明
な
ま
ま
、
3
回
目
の

海
洋
放
出
が
8
日
後
に
始
ま
り
ま
し
た
。
東
電
が

強
調
す
る
「
透
明
性
高
く
情
報
発
信
す
る
」「
幾

避難指示が解除された区域での小中学校の通学者数の推移（2023 年 6 月）
市町村名 2010 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年（事故前比） 備　　考
田村市・都路 228 人 110 人 91 人 74 人 72 人 65 人 58 人 （25.4％）
南相馬市・小高 1,087 人 126 人 112 人 113 人 110 人 90 人 119 人 （10.9％）
川俣町・山木屋 　99 人 15 人 3 人 3 人 7人 8人 5人 （5.0％）2019 年より小学校が休校となっている
広野町 541 人 219 人 240 人 222 人 253 人 264 人 265 人 （50.0％）
楢葉町 686 人 107 人 109 人 139 人 146 人 171 人 180 人 （26.2％）
富岡町 1,487 人 23 人 26 人 40 人 48 人 56 人 67 人 （4.5％）
川内村 166 人 65 人 65 人 71 人 77 人 70 人 64 人 （38.6％）
浪江町 1,773 人 7 人 16 人 26 人 31 人 39 人 62 人 （3.5％）
葛尾村 112 人 18 人 14 人 13 人 12 人 15 人 14 人 （12.5％）
飯舘村 531 人 79 人 61 人 65 人 59 人 68 人 82 人 （15.4％）小中一貫校
双葉町 551 人 0 人 小中学校ともまだ戻っていない
大熊町 1,127 人 20 人 （1.8％）小中一貫校
合計 8,388 人 769 人 737 人 766 人 815 人 846 人 936 人 （11.2％）

（伊東氏聞き取り調査による）

福島県楢葉町にある伝言館＊
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特
集
２　
福
島
原
発
事
故
を
問
う

重
に
も
安
全
確
保
」
姿
勢
は
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
人
命
軽
視
の
汚
染
水
投
棄
は
今
す
ぐ
中
止
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

汚
染
水
海
洋
放
出
差
止
訴
訟
が
始
ま
り
ま
し
た

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
海
洋
放
出
差
止
訴
訟
」

を
福
島
地
裁
に
提
起
。
原
告
は
全
国
の
漁
業
関
係

者
、
市
民
、
避
難
者
な
ど
３
６
３
人
で
す
。
私
が

原
告
団
事
務
局
長
を
務
め
、国
と
東
電
、い
え
「
巨

大
原
子
力
マ
フ
ィ
ア
」
を
相
手
に
人
権
と
環
境
を

守
る
闘
い
を
始
め
ま
す
。
一
緒
に
裁
判
を
闘
っ
て

下
さ
る
支
援
者
を
募
集
中
。
裁
判
は
国
内
外
か
ら

の
専
門
家
証
人
の
費
用
な
ど
大
変
お
金
が
か
か
り

ま
す
。
今
は
原
告
も
弁
護
士
も
全
部
自
分
た
ち
の

燃
え
続
け
て
い
ま
す
。
原
子
力
ム
ラ
は
憲
法
の
番

人
、
最
高
裁
ま
で
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

福
島
事
故
が
終
わ
っ
た
事
に
さ
れ
そ
う
な
今
「
究

極
の
悲
劇
は
、悪
人
の
圧
政
や
残
酷
さ
で
は
な
く
、

そ
れ
に
対
す
る
善
人
の
沈
黙
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
敵
の
言
葉
で
は
な
く
、
友
人
の
沈
黙
を
覚
え
て

い
る
も
の
な
の
だ
。
問
題
に
対
し
て
、
沈
黙
を
決

め
込
む
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
命
は

終
わ
り
に
向
か
い
始
め
る
」
と
い
う
キ
ン
グ
牧
師

の
言
葉
が
胸
に
刺
さ
り
ま
す
。

ど
う
か
福
島
原
発
事
故
被
害
は
よ
り
複
雑
に
、

深
刻
に
続
い
て
い
る
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
楢
葉
町
宝
鏡
寺
境
内
フ
ク
シ
マ
「
伝
言
館
」

ご
来
館
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
た
ん
じ
・
す
ぎ
え
／
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
放
出
差
止
訴

訟
原
告
事
務
局
長
・
ヒ
ロ
シ
マ 

ナ
ガ
サ
キ 

ビ
キ
ニ 

フ
ク

シ
マ
「
伝
言
館
」
事
務
局
長
）

＊
編
集
部
注
：
福
島
県
楢
町
に
あ
る
伝
言
館　

双
葉
町
に

国
策
で
作
ら
れ
た
「
伝
承
館
」
に
対
し
て
、
市
民
の
視

点
で
原
発
事
故
を
伝
え
続
け
て
い
る
。

こ
ど
も
脱
被
ば
く
裁
判
に
至
る
経
過

事
故
が
起
き
た
時
、
原
発
事
故
に
関
心
を
持
ち

続
け
て
い
た
人
た
ち
の
頭
に
ま
ず
浮
か
ん
だ
の
が

25
年
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
教
訓

だ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
白
血
病
は
じ

め
、
数
百
人
規
模
で
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
が
発

生
し
た
事
実
は
運
動
内
部
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
、
事
故
発
生
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
北
海
道
、
京

都
、岡
山
な
ど
全
国
各
地
で
市
民
が
自
主
的
に「
保

養
所
」
を
立
ち
上
げ
、「
原
発
事
故
が
起
き
た
ら
、

ま
ず
は
子
ど
も
を
1
メ
ー
ト
ル
で
も
遠
く
に
避
難

さ
せ
る
こ
と
」
と
い
う
セ
オ
リ
ー
ど
お
り
に
、
き

れ
い
な
空
気
と
食
べ
物
を
用
意
し
て
、
福
島
の
親

子
を
温
か
く
迎
え
入
れ
た
。
こ
れ
が
も
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
な
く
て
国
が
率
先
し
て
行
な
っ
て
い

た
ら
、
３
０
０
人
を
超
え
る
甲
状
腺
が
ん
で
苦
し

む
子
は
出
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
悲
劇
を
原
発
事
故
だ
け
で
は
な
く
、
人

命
救
助
と
い
う
面
で
も
、国
は
生
か
さ
な
か
っ
た
。

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
導
か

れ
、
原
発
事
故
と
い
う
大
惨
事
を
い
か
に
経
済
的

に
安
上
が
り
に
乗
り
切
る
か
彼
ら
な
り
の
や
り
方

で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
た
っ
ぷ
り
学
ん
で
い
た

こ
れ
以
上
、
子
ど
も
を
被
ば
く
さ
せ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
子
ど
も
脱
被
ば
く
裁
判
」は
最
高
裁
へ水

戸
喜
代
子
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持
ち
出
し
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
長
い
闘
い
で

す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

最
後
に

私
は
日
本
史
上
最
大
最

悪
の
原
発
苛
酷
事
故
の
歴

史
の
証
言
者
と
な
り
ま
し

た
。
過
去
の
事
で
は
な
い

の
で
す
。
生
き
と
し
生
き

る
も
の
の
生
存
を
脅
か
す

「
核
の
火
種
」
は
茫
々
と


	



